社団法人全国脊髄損傷者連合会

副理事長　大濱 眞

相模原事件

--------------------------------------------------------------------------------

ＡＬＳの息子殺害、心中図った母親に猶予判決

（読売新聞） - 2005年 2月14日

　運動神経が侵され、体が動かせなくなる難病「筋委縮性側索硬化症（ＡＬＳ）」の長男（当時４０歳）の人工呼吸器を切って殺害し、心中を図ったとして、殺人罪に問われた神奈川県相模原市宮下本町、主婦菅野初子被告（６０）の判決公判が１４日、横浜地裁で開かれた。

　小倉正三裁判長は「長男の嘱託を受けた」と、殺人罪より刑の軽い嘱託殺人罪の成立を認め、菅野被告に懲役３年・執行猶予５年（求刑・懲役５年）の判決を言い渡した。

　判決などによると、長男は２０００年秋にＡＬＳを発病。２００１年３月に人工呼吸器を装着し、菅野被告が自宅で介護していたが、２００４年８月２６日、人工呼吸器の電源を切って長男を窒息死させた。菅野被告は、手首を切って倒れているのが発見された。

　判決では、長男が人との意思疎通も困難になり、死を望むのも無理からぬ病状になっていた。訪問看護師や医師らの前でも死にたいとの意思を繰り返し表明していた――ことなどを重視。「被告は、これ以上長男を苦しませたくないと考え、自分も自殺することで、長男の日ごろの懇願を受け入れることを決意した」とした。

　弁護側は、「長男本人に死を望む意思があった」と、承諾殺人罪を主張。検察側は、長男が文字盤を目で追って伝えた「おふくろ、ごめん。ありがとう」という言葉では、殺人を承諾したとは言えないとしていた。小倉裁判長は「母親が懇願を受け入れたことへの感謝と解するべき」とした。

--------------------------------------------------------------------------------

（注：数年後に今度は母親が亡くなり記事になった）

--------------------------------------------------------------------------------

「死にたい」妻殺害容疑で夫逮捕　難病の息子殺害後、うつ病に

（共同通信） - 2009年10月13日

　神奈川県警相模原署は１２日、「死にたい」と願う妻を包丁で刺して殺害したとして、殺人容疑で相模原市宮下本町１丁目、無職菅野幸信容疑者（６６）を逮捕した。

　同署幹部によると、妻の初子さん（６５）は、難病の筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）だった長男＝当時（４０）＝を自宅で介護していた２００４年８月、長男の求めで人工呼吸器の電源を切って窒息死させ、自らも自殺を図ったとして、０５年２月に嘱託殺人罪で懲役３年、執行猶予５年の判決を受けた。

　菅野容疑者は「妻は事件後からうつ病になり、『死にたい』と言い続けるのをずっとなだめていた。『死にたい』と言うので刺した」と供述している。自宅からは「これで楽になれる」との書き置きが見つかり、同署は初子さんの遺書とみて調べている。

　逮捕容疑は１２日午後２時半ごろ、自宅の寝室で、初子さんの首を包丁で刺して殺害した疑い。菅野容疑者は約１時間後に相模原署に自首した。

参考（心中で記事になるのは氷山の一角という説明）
--------------------------------------------------------------------------------
【介護社会】介護殺人、心中４００件　制度１０年やまぬ悲劇

（東京新聞） - 2009年11月20日

　介護保険制度が始まった２０００年から０９年１０月までに、全国で高齢者介護をめぐる家族や親族間での殺人、心中など被介護者が死に至る事件が少なくとも４００件に上ることが、中日新聞の調べで明らかになった。加害者の４分の３が男性で、夫や息子が１人で介護を背負い込み行き詰まるケースが多い。件数は増加傾向にあり、０６年からは年間５０件以上のペースで発生している。（シリーズ「介護社会」取材班）

　過去１０年の新聞報道をもとに調査。被害者が介護保険の利用対象となる６５歳以上の殺人、傷害致死、保護責任者遺棄致死、心中など「致死」事件を拾い上げた。判明した４００件のうち、殺人５９％（うち承諾６％、嘱託３％）、傷害致死１１％、保護責任者遺棄致死４％、心中は２４％だった。

　加害者の続柄は、夫と息子がいずれも３３％。婿や孫などを合わせ、男性が４分の３を占めた。一方、被害者は妻が３４％、母が３３％。祖母などを合わせると、女性が７割以上を占めた。

　加害者の年代は５０代が２５％と最多。６０代２２％、７０代２３％、８０代１３％となっており、６０代以上の老老介護が６割を占める。

　加害者の職業は、無職の割合が息子で６２％。２０代から５０代に絞っても、６１％とほぼ同じで、働き盛りの男性が介護のため職に就けず、経済的にも追い詰められていく構図が浮き彫りになった。

　被告となった加害者の５８％が実刑判決、４１％が執行猶予判決を受けている。

　調査は中日新聞、東京新聞（中日新聞東京本社）、共同通信と、北海道新聞、河北新報、西日本新聞など友好紙の過去記事をデータベースで検索。介護をめぐる事件を調べている湯原悦子日本福祉大准教授の資料も参考にした。

◆埋もれている事例も

　介護をめぐる事件は自治体報告をまとめた厚生労働省のデータも警察発表された事例が漏れており、信頼できる公式統計がない。

　警察発表も、心中の場合は「死亡が１人なら発表しないこともある」（警視庁、愛知県警）。「１０年で４００件」は文字通り、氷山の一角といえる。また、殺人未遂や傷害、暴行事件は警察発表がないか、あっても新聞掲載が見送られることも珍しくないため、今回は調査対象としなかった。

　事件が家族間で起きていることも、表面化を難しくする。日本高齢者虐待防止センター（東京都）は「命にかかわるような虐待があっても埋もれているケースは確かにある」と話す。介護を受ける高齢者が「家庭の恥をさらしたくない」との気持ちから口をつぐむ場合や、近所の人が兆候をつかんでも通報に踏み切れない場合が多い。同センターには「警察や行政が動いてくれない」との相談もある。

◆先手先手の支援を

　「介護殺人」の著書がある日本福祉大の湯原悦子准教授（司法福祉論）の話　介護殺人・心中事件には「２人暮らし」「心理的孤立」「経済的困窮」などいくつかの典型的な要素がある。保健、福祉、医療担当者が介護者の体調不良やうつ傾向に気づき、将来を予測した支援を先手先手で打っていく必要がある。

以下はＣＩＬリングリングＨＰより

--------------------------------------------------------------------------------

高機能自閉症をめぐる現状と課題　家族の苦悩 浮き彫り

（神戸新聞） - 2003年7月25日

　パニック症状を起こす高機能自閉症の長男＝当時（１４）＝の将来を悲観し、殺害した父親（５７）に神戸地裁は今年五月、執行猶予付きの判決を言い渡した。判決理由で笹野明義裁判長は、高機能自閉症の現状について「社会的認知度および治療・療養施設などの公的支援体制がいずれもかなり不十分」と指摘。深刻な悩みを抱えながらも孤立せざるを得ない家族の現状が、裁判を通じて浮き彫りになった。高機能自閉症をめぐる課題などを追った。（社会部　藪中伸一） 

--------------------------------------------------------------------------------

筋ジス娘殺害　父親に猶予刑　大阪地裁　介護２７年「同情の余地」

（神戸新聞） - 2003年11月8日

　筋ジストロフィーの長女＝当時（２７）＝の将来を悲観し、人工呼吸を止めて殺害したとして殺人罪に問われた父親（５１）に対し、大阪地裁は七日、懲役三年、執行猶予五年（求刑懲役五年）の判決を言い渡した。

　並木正男裁判長は判決理由で「悪質な犯行だが、被告は二十七年間、愛情を注いで娘を養育してきた。ふびんに思う気持ちや介護による苦痛は相当で、同情の余地がある」と述べた。

　判決によると、被告は五月八日午前六時ごろ、大阪市内の自宅で、寝たきりで食事も取れない長女の寝顔を見ながら「これ以上つらい思いをさせられない」と考え、長女の人工呼吸の管を手でふさいで窒息死させた。

　判決言い渡し後、並木裁判長は父親に「長女はまだ生きたかったと思う。とむらいの念を一生持って生きてほしい」と語り掛けた。

--------------------------------------------------------------------------------

無理心中？母が長男刺殺－－神戸・垂水区

（毎日新聞・大阪朝刊） - 2005年2月19日　

　１８日午後７時４５分ごろ、神戸市垂水区内の民家で、勤務先から帰宅した夫（６０）が１階居間で妻（５５）と長男（２７）が血を流して倒れているのを見つけ、１１９番通報した。長男の腹部には包丁が刺さっており、まもなく死亡。妻は左手首などに切り傷を負ったが、命に別条はない。県警垂水署は妻が無理心中を図ったとみて、事情を聴いている。長男は自閉症で、近所の人によると、数年前まで通所施設に通っていたようだという。

神戸・垂水区の長男刺殺　殺人容疑で母親を逮捕　／兵庫

（毎日新聞・神戸版） - 2005年2月22日

　神戸市垂水区の民家で無職男性（２７）が刺殺された事件で、垂水署は２１日、男性の母親（５５）を殺人容疑で逮捕した。

　調べでは、母親は１８日夜、自宅居間で、自閉症だった長男の胸を刃物で刺して殺害した疑い。

　母親は左手首などに切り傷を負い入院していたが、２１日に退院した。母親は精神科の病院に通院しているが、同署は殺人容疑に問えるとしている。【山下貴史】

--------------------------------------------------------------------------------

入退院繰り返す　２２歳息子を絞殺　中村、自首の父逮捕

（読売新聞） - 2006年3月13日

　愛知県警中村署は１２日、名古屋市中村区西米野町、社会保険労務士河西滝夫容疑者（５８）を殺人容疑で緊急逮捕した。調べでは、河西容疑者は同日午前４時ごろ、自宅居間で寝ていた無職の二男（２２）の首をロープで絞めて殺害した疑い。二男の殺害後、玄関先で首をつって死のうとしたが、妻（５０）に止められ、同日午前８時半ごろ、同署に自首した。二男は、統合失調症で約５年前から入退院を繰り返し、現在も通院中だった。「二男の将来を悲観して殺害した」と話している。

　判決について、横浜地検の北村道夫次席検事は「主張が入れられず残念。判決内容をよく検討して対応を決めたい」としている。

--------------------------------------------------------------------------------

知的障害の娘殺害　　宮城県警が容疑で母逮捕　「介護に疲れた」

（神戸新聞） - 2006年5月7日
　宮城県警角田署は６日、自宅で長女（３３）を殺害したとして、殺人容疑で同県角田市枝野寄井、無職佐藤隆子容疑者（５５）を逮捕した。

　調べでは、佐藤容疑者は５日夜、自宅１階の寝室で長女の首を絞めて殺害した疑い。

　長女は知的障害者で角田市内の知的障害者介護施設に入所、佐藤容疑者も介護していた。調べに対し「介護に疲れた。娘をふびんに思った」などと供述している。長女が入所する施設によると、施設は３日から一週間の休暇になり、入所者が一時的に帰宅していたという。角田署によると、佐藤容疑者は普段は母親と２人で暮らしている。長女を殺害した後、佐藤容疑者らは同市内に住む妹に連絡、妹が５日午後１１時頃「姉が娘を殺した」と同署に通報した。

その他

--------------------------------------------------------------------------------

障害持つ３６歳長男と６３歳母が無理心中か　二男が発見

（読売新聞） - 2004年1月4日
４日午前９時３５分ごろ、東京都武蔵野市関前４の無職生駒良子さん（６３）方を訪れた長男（３６）から、「母親と弟が死んでいる」と１１０番通報があった。

　警視庁武蔵野署員が駆けつけたところ、１階で二男の良さん（３０）が顔に白いタオルをかけられ、布団にあおむけになって死んでおり、２階では良子さん（６３）が首をつって死亡していた。２人とも死後１日以上経過しており、良さんは窒息死の疑いが強いとみられる。

　１階の部屋から「自分が病気で、良を置いていけないので連れていきます」と書かれた良子さんの遺書が見つかっており、同署では、良子さんが無理心中をはかったとみている。

　良子さんは障害を持つ良さんと２人暮らしだったが、良子さん自身も病気で悩んでいたという。

　近所に住む主婦は「お母さんは、良さんが自立できるように、小さいころから洗濯など身の回りのことを教え、一生懸命だった」と話していた。

--------------------------------------------------------------------------------

障害の２９歳長女絞殺、父も首つり　川崎

（毎日新聞） - 2005年3月26日

　２５日、川崎市のマンションの一室で、住人の無職男性（５９）が首をつり、男性の長女（２９）がふとんの上で、いずれも死亡しているのを、訪れた二女（２６）が発見、１１０番した。高津署の調べでは、長女は首に電気コードのようなもので絞められた跡があった。同署は無理心中の可能性が高いとみて調べている。

--------------------------------------------------------------------------------

障害２５歳長男と母親が無理心中…遺書には「ごめんなさい」

（読売新聞） - 2007年8月25日

２４日午後９時１０分ごろ、茨城県小美玉（おみたま）市下吉影、ちょうちん職人山下義弘さん（５３）方の玄関脇の部屋で、長男康弘さん（２５）があおむけに倒れ、妻正子さん（５０）が首をつってるのを、帰宅した山下さんが発見した。

２人はすでに死亡しており、死因は窒息死とみられる。自宅からは正子さんが書いたとみられる遺書がみつかり、石岡署は、正子さんが康弘さんを絞殺した後、首つり自殺した可能性が高いとみて調べている。

調べによると、康弘さんの首には白いビニールひもが巻き付けられていた。山下さん方は３人家族で、康弘さんは障害を抱え、正子さんが身の回りの世話をしていたという。遺書には「ごめんなさい」などと書かれていた。 

心中事件裁判員裁判　両親、長男殺害認める

（琉球新報） - 2010年3月3日

　２００９年８月に名護市の海で無理心中を図って、身体・知的障害者の長男＝当時（３５）＝を殺害したとして、殺人罪に問われた金武町金武の無職の父親（６７）と無職の母親（６２）の裁判員裁判初公判が２日、那覇地裁（吉井広幸裁判長）であった。２人は起訴事実を認めた。県内５件目の裁判員裁判で判決は５日に言い渡される。

　公判前に裁判員選任手続きが行われたが、出席率は約６３・３％だった。これまで全国で開かれた裁判員裁判で最低だったとみられる県内２件目の約６９・８％をさらに下回った。

　検察側の冒頭陳述によると、２人は自殺して得た保険金をマンション建設でつくった借金の返済に充てるとともに、長女ら子どもたちに残りの金を残そうと、自殺を考えた。一方で、自殺した後、面倒を見る人がいない身体・知的障害者の長男を残すのは忍びないなどと、道連れにすることを決めた。名護市の海岸に到着後、２人は睡眠薬を飲料水に入れて飲み、長男にも飲ませ、海に入っていった。母親は自殺を考えた時点で約３千万円の借金があったという。検察側は「自殺以外の選択肢はあった」と指摘した。

　母親の弁護側は母親が長男を健康に生んであげなかったことに責任を感じていたなど、背景などを説明し、量刑を考慮するよう訴えた。

--------------------------------------------------------------------------------

無理心中：障害の長男、介護疲れ　母子が車内で－－東松山の関越ＳＡ　／埼玉

（毎日新聞） - 2010年3月25日
◇「もうがんばれない」

　２４日午前８時半ごろ、東松山市田木の関越道上り線高坂サービスエリア（ＳＡ）駐車場で、軽乗用車の中で男女がぐったりしているのを男性清掃員が発見し、道路管理会社が通報した。東松山署員が駆けつけると、駐車場の運転席でさいたま市西区の無職女性（５２）、助手席で女性の長男（２３）が死亡しており、トランクから練炭を燃やした跡が見つかった。

　同署によると、長男は重度の知的障害があり、母親が介護していたという。自宅から「もうがんばれない」という内容が書かれたメモが見つかり、同署は母親が長男の介護に疲れ、無理心中を図ったとみている。【浅野翔太郎】

参考１
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